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【背景】インフルエンザの全国罹患数推計値は感染症発生動向調査システムか

ら得られる。現行システムのデータから都道府県別罹患数が推計できるが、そ

の精度は十分でない。  

【方法】感染症発生動向調査における都道府県別インフルエンザ罹患数推計に

必要な定点医療施設数を算定した。その算定にあたって、インフルエンザ流行

ケースの 75％において、インフルエンザ罹患数推計値の標準誤差率が 10％未

満となることを仮定した。インフルエンザ流行ケースとして、 3 シーズン

（2007/2008 年、2008/2009 年、2009/2010 年）の 47 都道府県で観察された

ものを用いた。  

【結果】定点医療施設の標準数は 6,669 であった。都道府県別インフルエンザ

罹患数推計に必要な定点医療施設数として、この標準数からの増加は各都道府

県で 0～59 施設、合計で 1,668 施設であった。  

【結論】感染症発生動向調査データに基づいて、各都道府県におけるインフル

エンザ罹患数推計に必要な定点医療施設数を求めた。  
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